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本研究は 3 部，10 章で構成されている。 
第 1 部は，第 1 章から第 5 章からなり「序論」とする。 
第 1 章は前述のとおり，研究の目的，研究の意義を述べ，研究の位置づけを明確にし，
本研究の構成を示している。 
第 2 章では，本研究における用語の定義を確認する。 






















第 3 部は第 10 章からなり「結論」とする。 










































































































































































































2015 年から定期的に聞き取り調査を行なっており，2015 年 8 月 5 日，2016 年 5 月 29
日および 8 月 7 日の 3 回に渡り，デジタル録音をしながら合計 8 時間程度の半構造化イ
ンタビューを実施している。その中で，文字資料を基にした半構造化インタビューは











日本兵 2 ミンパイ(解つた) 
日本兵 3 いよう一生一代の顔だぞ・・・・・・ 
 
















































































F1 と F2 は姉妹で，二人とも旧満洲国撫順生まれである。彼女たちの両親は石川県と
鹿児島県出身である。彼女たちの父親は明治ごろ（1904 年，日露戦争前後）から大連
に渡っており，大連で結婚，そして長男を大正元年（1912 年）に授かっている。その
後 F1 と F2 が生まれる前に，一度内地へ帰国。そして旧満洲国へ移住する。移住後の昭
和 2 年（1927 年）に F1 が，昭和 11 年（1936）に F2 が生まれた。 












D1 と D2 は大連出身の女性と男性である。二人に血縁関係はなく，お互いのことも














 性別 出生地 生活地 期間 録音時間 
A1 女 米国 安東 22 年 1.5 時間 
A2 男 安東 安東 17 年 8 時間 
F1 女 撫順 撫順 18 年 2.5 時間 
F2 女 撫順 撫順 9 年 2.5 時間 
D1 女 大連 大連 13 年 1.5 時間 




図 4-2：旧満洲国地図 安東・撫順・大連 
 
4.1.3. 同行調査 



























図 4-3 は同行調査に協力してくれた者たちの出身地を示す地図である。 
 
 










のである。そのため，入手が難しく筆者が所有しているものは，2017 年 12 月現在で第
61 号まで発行されているうちの，11 号分のみである（41 号，45 号，47 号，48 号，49




賀和彦氏によれば，毎年 8 月か 9 月に編集委員から安東会の会員に原稿の募集がかけら
れ，会員たちもしくはその家族などが執筆しているという。また，一冊の目安として，




東を思い起こさせるものになっている。図 4-4，図 4-5 は 2016 年 11 月に発行された 60






   





















































4.1.5. NHK アーカイブス 




















再出発 ～27 年ぶりに帰国した元満蒙開拓民～ 
4 1970/11/21 ある人 二つの大地 
5 1972/08/15 
70 年代われらの世界 
平和への道標 ～1930 年代の世界～ 
6 1982/01/13 
明るい農村 
































15 2005/08/13 大地の子になった日本人 
16 2005/08/19 
視点・論点 









































































の台詞にある文は，日本語が 194 文，中国語 37 文，日本語と中国語が同一文内で混在













(2) 日本兵 1 クワイクワイデー（早くはやく）走つてくれ後に
負けるなよ 
混合型 
(3) 日本兵 2 愉快々々 日本語文 
(4) 日本兵 3 前を追越せばリイヤンモーチヱン（二十銭）奮發
するぞ 
混合型 










成されているのが 312 節，中国語のみで構成されているのが 44 節，混合型で構成され
ているものが 51 節であった。以上は表 5-１のようにまとめられる。 
 
表 5-1：絵葉書の台詞における文と節の出現数 
絵葉書 106 枚中 日本語 中国語 混合型 合計 
文数 194(69.3) 37(13.2) 49(17.5) 280 













268 形態素で，中国語は 27.2％の 100 形態素であった（表 5-2，図 5-1 参照）。 
 
表 5-2：混合型 51 節における日中形態素の出現数 
 日本語 中国語 























































にあたる 885 語は日本語，49.4％にあたる 860 語は英語であるとしている。つまり，混
合言語の語彙は二つの起点言語でほぼ同じ割合でみられるのである。一方，「協和語」














ピジン 混合言語 協和語 
文法の単純化 〇 × 〇 

























日本兵 1 ウオーチーデータイドーラ（俺は喰ひすぎた） 
日本兵 2 今日の飯はとてもハーオチー（美味い） 
 























日本兵 1 名誉の負傷だウーチヱヌ（五銭）にまけとけハハ・・・・ 
現地人 トントンデーシイヱシイヱ（解りました有難度う） 
日本兵 2 二デー（お前）のはもう修繕したのか 






















日本兵 1 牛四頭だな，豚はないか 
日本兵 2 豚隠してある支那軍へ売る金胡魔化す豚あること知らせない 








































日本兵 1 ニデー（お前）どこへ行くんだ・・・・ 
日本兵 2 オデー（自分）活動でも（観る）かんかんしようと思ふ 
日本兵 3 シンクシンクなァ（御苦労御苦労）・・・・・ 




















































































日本兵 1 マンマンデープーシンだぞ（ゆっくりやってはいかん） 






































































































































































































D2 は 6.3.2 と合わせて考えると日本語，ロシア語，中国語という言語を耳にする環境で
育ったことになる。 
 
6.4.2. D1 の中国人使用人との会話 
当時の旧満洲国では使用人を雇うことはよくあることだった。インフォーマントの中
で，使用人を雇っていた家庭は D2 だけではなく，D1 の家庭でも使用人を雇っていた。











































































































































































































































































S フランスの人は昭和 20 年の 5 月までいたんですよ 
F1 ああ，ああ 










































































































































て正しいものである。表 7-1 は，今回の言及例をまとめたものである。 
 
表 7-1：F1 の中国語使用例 
聞き取り 漢字 ピンイン 意味 
チャンチライ 站起来 Zhàn qǐlái 起立 
シンリ 敬礼 Jìnglǐ （敬）礼 







次は安東の A2 の中国語使用である。A2 には，文字資料を用いた聞き取り調査の際
に，「この語は使用していましたか」ということを一語一語聞いている。そこで本人が







表 7-2：A2 の中国語使用例 
番号 語句 正誤 A2 のコメント 
1 ハオカン 〇 意味はきれい。 
2 高粱（コオリヤン） 〇 食べ物。白米に混ぜてご飯のかさ増しをし
た。麦やひえとかのような満洲の雑穀。「食
わされた」という思い出がある。 
















7 洋車（ヤンチエー） 〇 意味は人力車。 
8 馬車（マーチエー） 〇 意味は馬車。4～5 人乗りであった。 


















番号 語句 正誤 A2 のコメント 
14 クワイクワイでー 〇 意味は早く行け。「で」は”的”？戦前に威張
っていた日本人が発言 
15 シンクシンク 〇 意味はご苦労ご苦労。上から下に向けて使う
言葉で，苦力に向けてしか使わなかった。日
本人には絶対使わない。 
16 ジーゴ 〇 意味は何個。 
17 リイヤンゴ 〇 意味は二個。 
18 シヱイシヱイ 〇 意味はありがとう。 
19 テンハオー 〇 よく使う。元気？と聞かれた後でもテンハオ
ーは使える。 














24 ミンテン 〇 意味は明日。漢字は「明天」である。 
25 カンカン 〇 意味が戦前と戦後で異なる。戦前が「見ろ」，
戦後が「見てください」。 





番号 語句 正誤 A2 のコメント 
27 ヤンホーメーユー × ヤンホーはマッチ，メーユーはあるか？とい
う意味。日本人同士では使用せず，中国人相
手にしか使わなかった。 
































表 7-3 は D2 が当時使用していたと教えてくれたものの中で，正しい中国語であった
ものである。語句は聞き取った順番で並べてある。ここでは計 18 例が見られた。 
 
表 7-3：D2 の正しい中国語使用例 
番号 聞き取った語句 漢字表記 D2 が言及した意味 
1 ハオーラ 好了 いいです 
2 ハオーハオー 好好 まあいいよ 
3 プーハオ 不好 悪い 
4 ショートル 小偷 泥棒 
5 センション 先生 先生 
6 ナーリ 哪里 どこ 
7 ナー 哪 どれ 
8 ナーガハオ 哪个好？ どれがいい？ 
9 クーリ 苦力 クーリ 
10 ティクヮ 地瓜 さつまいも 
11 シャオレン 厦门 廈門（地名） 
12 チーファンラマー 吃饭了吗？ ご飯食べたか？ 
13 ハイメーラー 还没了 まだです 
14 リバイ 礼拝 礼拝 
15 リバイアール 礼拝二 火曜日 
16 リバイサン 礼拝三 水曜日 
17 クーニャン 姑娘 娘 


























1 チェンメイユー 銭没有 お金がない 没有銭 
2 チャンナーライ 枪拿来 銃を持ってきて 拿来枪 
3 ショーハー 说话 話す 说话 
4 ツォマヤン 怎么样？ どうですか 怎么样？ 
5 トールチェン 多■銭 いくらですか？ 多少銭 
































































































番号 聞き取った語句 D2 が言及した意味 
意味を聞いて
理解できたか 
1 ショーハイライライ （友達への呼びかけ） ○ 
2 ニーデショートルカンホージ 泥棒しただろ × 
3 ヤーメイショーハサンビーケー 警察に言うぞ × 
4 カンホージ ～する × 
5 ヤーメイ 巡査 ○ 














次に，2 から 6 までについてである。2 から 6 は子供(D2)が中国人の大人をからかう
































































































































































































































































































































S フランスの人は昭和 20 年の 5 月までいたんですよ，日本とフランスが戦



















































































































表 7-6：F1 と F2 が使用したロシア語 
聞き取った読み方 ロシア語 
F1 と F2 が 
言及した意味 
意味 
ダワイ，ダヴァイ давай 出せ どうぞ/いいですよ 
ズラウスト здравствуйте  こんにちは 
スパシーボ спасибо  ありがとう 
ネット Нет  
いいえ/ 
ありません 
ハラショ хороший  良い 




ネハラショ не хороший だめ 良くない 
 
F1 と F2 が考える意味は言及が少ないが，言及しているものは全てあっている。つま
り，適当にまねして言っていたのではなく，意味を理解したうえで話していたのである。
敗戦後，日本人はソ連兵に襲われることがあった。特に女性は，ソ連兵に会わないよう

















ドキュメンタリー番組が NHK アーカイブスに保存されていた。 
次の事例は，昭和 17 年に旧満洲国へ渡った家族が，昭和 45 年（1970 年）に 2 家族








して映し出していることから，NHK2 と NHK3 の会話が見つけられたのはここのみであ
る。 


















NHK3 ホイ 出来ますよ 
NHK2 ホイ 出来ますか 
 

















ている NHK3 に対して，NHK2 が「赤ちゃんを抱いているという状況」で何かをするこ
とができるかを尋ねる疑問だろう。 







聞き取り 漢字 ピンイン 意味 
ショマ 什么 Shénme 何か/どんな/何も/なんでも 
など 
ヤン 让 Ràng ～させる 
ホイブホイ 会不会 Hùi bù hùi できますか？ 

























ォ リ ー ズ ， 一 万 田 尚 登 ， 宮 崎 駿 ， 秋 篠 宮 ） 」 ：
〈http://blog.goo.ne.jp/amesyun-goo/e/1d49f11554f399b5b950d4529fb494ee〉（最終閲覧日







































NHK2 ホイ いいですよ 










会(hùi bù hùi)”となり，“好不好(hăo bù hăo)”よりも格段に発音が類似していた。 
このように状況と訳から考え「ホイ」は“会(hùi)”，「ホイブホイ」は“会不会(hùi bù hùi)”
とするに至った。 





















































D2 が言及した中国語使用例のうち，正しい中国語が 18 例，ローカルエラーの中国語




















































































次の事例は，A1 と A2 の父親が日本語で苦労したというフレームが語られている。




事例 8-2：A2 の父親が苦労した日本語 













































































































































れた。そんな D2 の中国語と日本語に対する興味深い言語意識があった。 









































撫順の学校には転校生がやってくることもあった。F1 や F2 の学校には東京からやっ
て来た人，大阪からやって来た人がいたようである。そんな彼らが国語の時間に教科書
を読むことがあったが，その時の感想が出身地によって異なっていた。それを教えてく







































































































































































































































































































事例 8-16 と事例 8-17 がその話すことが叶わなかったことに対してどのように思ったか























































S フランスの人は昭和 20 年の 5 月までいたんですよ 
F1 ああ，ああ 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































D2 が言及した中国語使用例のうち，正しい中国語が 18 例，ローカルエラーの中国語














































































































































































































































































































































































ら―」『第 11 回国際日本語教育・日本研究シンポジウム予稿集』全 4 頁. 
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第 5 章は，甲賀真広(2017b)の一部に基づき書き改めたもの。 






















































番号 ページ 行 【誤】 【正】 













4 7 23 他の地域でみられるような 他の地域（台湾、サイパン、
パラオなど）でみられるよう
な 
5 10 12 (張 2011 p.55) （張 2011 pp.55） 
6 10 22 (張 2011 p.55-56) （張 2011 pp.55-56） 





8 17 10 はなしているのは 話しているのは 




10 19 18 （松重 2013，pp79） （松重 2013 pp.79） 















13 32 15 日本兵 2 現地人 1 
14 32 16 日本兵 3 日本兵 2 
15 32 17 現地人 現地人 2 





































23 43 7 経営するお店 経営する店 
24 43 9-10 ロシア人のお店 ロシア人の店 
150 
 
25 74 1 
 
 
26 74 2 図 7-1：「ぬくい」使用地域 図 7-1：「ぬくい」類の使用地
域 
















30 103 1 
 
 
31 103 2 図 8-1：「ぬくい」使用地域 図 8-1：「ぬくい」類の使用地
域 







33 129 5 第 2 部各論を章ごとに確認し
ていこう。 
第 2 部各論を章ごとに確認し
ていく。 
